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第２８４回 番組審議会 

 

 

１．日 時   令和元年 ７月９日（火）１２：００～ 

２．場 所   メトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ ３Ｆ「星雲東の間」 

３．委 員   委員総数      ７名 

        出席委員数     ６名（欠席委員数 １名） 

 

○ 出席委員（敬称略） 

      鈴木 厚人（委員長） 

      近藤 一英（副委員長） 

 ―以下５０音順― 

朝岡 正貴 

石田 征広 

菅原 正二 

八木橋 伸之 

       

 ○ 会社側出席者（８名） 

        齋藤 秋水 （代表取締役社長） 

        小原 忍  （取締役副社長） 

        高嶋 昇  （常務取締役） 

        一戸 俊行 （取締役報道制作局長） 

        君澤 温  （取締役総務局長） 

        梨木 祐亮 （編成業務局次長） 

        吉田 沙織 （めんこいエンタープライズ制作部主任） 

                

 

○ 事務局   佐々木 久仁子 
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４．議題 『浅田真央サンクスツアー 岩手公演』 

     令和元年 ５月２５日（土）１６：００～１６：５５放送 

 

５．議事概要 

 

今回は、５月２５日午後４時から放送した『浅田真央サンクスツアー 岩手 

公演』を審議しました。議事の概要は、以下の通りです。 

 

●岩手めんこいテレビ編成業務局 梨木祐亮局次長からの説明 

 

・この番組は、５月３日から３日間に渡って、わが社の向かいにあるアイスア

リーナで行われました、『浅田真央サンクスツアー岩手公演』の模様を中心に

制作をいたしました。 

 

・今まで応援してくださった岩手の皆さんへの感謝を伝えたいという浅田真央

さんの思いを、サンクスツアーにご来場いただけなかった岩手の視聴者の皆さ

んにも届けたいと思い、この番組を企画させていただきました。 

 

●めんこいエンタープライズ制作部 吉田沙織主任からの説明 

・今回の制作のポイントとしては、感謝を伝えるということと、感謝を受け取

るということが、まずひとつ。真央さんの感謝の気持ちを伝えるということを

焦点にもちろん制作したのですが、岩手でオンエアするということを非常に重

要に考えてました。 

・２つ目のポイントなのですが、取材を通して感じたのが真央さんの力です。

ロケのバスを降りた瞬間、現場の空気が変わったのをスタッフは今でも覚えて

います。車を降りた瞬間に、本当に天使かと思いました。そのため、番組の編

集をするにあたってその気持ちと現場で感じた空気感を番組に伝えていきたい

なと。あまり私が手を加えたりせずに、演出しないことを演出するという感じ

を念頭にしました。 

・そして３つ目は、今回スタッフの力がすごかったと思いました。今回大きか
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ったのが、アイスショーの部分の収録で、社長のつながりもいただいてフジテ

レビからすばらしい技術職の方に来ていただきました。皆この技術力について

いこうとカメタラマンも音声も必死になりました。ワンカット、ワンカット、

力を込めて自分の画を撮りにいきました。最後に、その技術員が言ってくださ

ったのが、私たちのことを「仲間」と呼んでくださったのです。チームで番組

を作ることができたなと思っています。 

 

●出席した委員からの意見 

 

・最後のエンディングの部分がすごく印象に残った。音楽がすごく耳に残り、

それとオーバーラップして映像が流れ、とても良かった。 

 

・会場に行けなかった人のために、番組として見せるというのがすごく良かっ

た。 

 

・神社ではお参りするシーンまで入れるべきだったのではないか。 

 

・岩手やさんさの由来の紹介もあり、初歩的に岩手を知るには非常に面白く、

良かった。 

 

・浅田さんのすごく凝縮された生きざまみたいなものが、東北の震災を経て今

頑張ってる気持ちとなんとなく共感できる所というか、つながる所があるので

はないかと感じた。 

 

・非常にクオリティが高い番組だった。 

 

・これを岩手だけじゃなくて、東京とかでも流していただき、こういう番組を

地方でも作れるんだよということ、そして、岩手を紹介する番組を放送するこ

とで、岩手に来るきっかけづくりをお願いしたい。 
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・最後のエンドロールの所に真央ちゃんが輪踊りをしていたのも入れていただ

くと、最後にまた岩手というのが浮き上がってよりよかったのではないか。 

 

・サンクスツアーの趣旨をナレーションで繰り返し丁寧に伝えていたが感謝の

気持ちを伝える難しさを改めて感じた。 

 

●委員からの質問、意見に対する会社側からの回答 

 

・番組を途中から見た視聴者に対する配慮から、感謝の気持ちをナレーション

で繰り返し伝えていた。ちょっと多くナレーションしすぎたかとも思いますの

で、次回の番組制作に生かしていきたい。 

 

６．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

 特になし 

 

 

７．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び 

年月日 

 

※令和元年７月１０日（水） 産経新聞 東北版 

  

※令和元年７月２０日（土）午前４時１２分から４時１５分まで「めんこいテ

レビ番審リポート」として放送 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付、各支社に備置き一般の人々が自由に閲

覧きるようにした 

 

 

９．その他の参考事項 

  特になし 
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※8月は、休会となります。 

次回は、令和元年９月１０日(火)１２時より１１階「マーキュリー」にて開

催予定です。 

 


